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要旨

　本研究はPBLを用いたテュートリアル教育における教

育効果について、主体的学習能力と対人関係技能（社会

的スキル）との関連から明らかにすることを目的とする。

看護大学１年生８８名と２年生８７名を対象とし、MG． 

Laduceurら１）の開発による学習評価スケール（３０項目）と

菊池２）による社会的スキル尺度KiSS-１８（１８項目）を質問 

紙により調査した。その結果、学習評価スケールにおけ

る３つのサブスケールのうち『グループ学習技術』が両

学年ともに最も高かった。また、学習評価スケールと社

会的スキルとの関連では、社会的スキルの高い学生ほ

ど、主体的学習能力が高い傾向にあることがわかった。

主体的な学習能力を身につけていくことにおいて、対人

関係技能の習得も関与していることが示唆された。 

問題基盤型学習（PBL）を用いたテュートリアル教育における教育効果
―対人関係技能との関連に焦点をあてて―
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Abstract

　The objective of this study is to ascertain the effects of PBL tutorial education program 
with respect to the relation between heuristic learning ability and communication skill 

（social skill）. The research subjects are university nursing students, ８８ freshmen and ８７ 
sophomores. These subjects answered a questionnaire, comprised of ３０ items from study-
evaluation scales developed by MG. Laduceur, et al., and １８ items from social skill measures 
KiSS-１８ developed by Kikuchi. The result was that, among the three sub-scales of the study-
evaluation scales,‘‘group-study skill’’was the highest for both the freshmen and the 
sophomores. With respect to the relation between study-evaluation scales and social skill, it 
was revealed that students with higher communication skills tended to have higher 
heuristic study ability. The results suggested, therefore, that acquisition of communication 
skills contributed to the development of heuristic study ability.

Keyword：PBL tutorial education，group study，self-directed learning ability ，social skill
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はじめに

　PBLテュートリアル教育は、わが国では、東京女子医

科大学が最初（１９９０年）に導入し、医科大学を中心に広

がり、看護学教育においても徐々に導入されるように

なった。新潟医療福祉大学（以下本学とする）健康科学

部看護学科（以下本学科とする）においては、２００６年

（平成１８年）４月の学科開設時よりPBLテュートリアル

教育を導入した。

　PBL（Problem Based Learning）テュートリアル教育

は、少人数グループにより、学習者が事例から発見した

問題をてがかりに学習を進めていく問題基盤型学習を特

徴とする。その中で、問題解決能力、自己学習能力、情

報収集・活用能力、対人技能（グループ内の協力）、自己

評価能力等を身につけることをねらいとする。この教育

方法の効果を検討する研究からは、特に問題解決能力や

対人関係技能に関する効果が報告されている３，４）。一方、

対人関係を円滑にする社会的スキルが高いほどグループ

ワークの負担感が強いとの報告５）もあり、対人関係スキ

ルが小グループPBLテュートリアル学習で期待される能

力の獲得とどう関連しているのか検討することが重要で

あると考えた。今回、本学におけるPBLテュートリアル

教育の教育効果について、対人関係スキルとの関連をみ

るべく、MG.Laduceurら１）が開発した小グループテュー

トリアル学習における主体的学習能力を評価する学習評

価スケールと対人関係スキルとの関連を明らかにする。

学習評価スケールは、小グループテュートリアル学習に

よって期待される、看護師等の専門職業人あるいはチー

ムメンバーとの共同、生涯学習者として必要な知識、技

術、態度の獲得において、学生個々の成果を評価する尺

度として、『自己学習技術』、『批判的思考技術』、『グルー

プ学習技術』の３つの構成概念からなる。また、対人関

係スキルについては、菊池によって開発された社会的ス

キル尺度KiSS-１８を用いる。この尺度は、対人関係を円

滑にするスキルとして、６つの領域（『初歩的なスキル』

『高度のスキル』『感情処理のスキル』『攻撃に代わるス

キル』『ストレスを処理するスキル』『計画のスキル』）か

らなるが、本研究では領域別の得点は取り上げず、総合

得点のみを用いる。特に、今回は、PBLテュートリアル

学習をほとんど体験していない１年生と、１年間の学習

体験のある２年生とを比較・検討する。

Ⅰ　研究目的

　PBL（Problem-Based Learning）を用いたテュートリ

アル教育の教育効果を、主体的学習能力と対人関係技能

（社会的スキル）との関連から明らかにする。

 

Ⅱ　研究方法

１　調査対象

　４年生看護系大学（本学）の１年生（８８名）および２

年生（８７名）、計１７５名。

　対象学生は、１年次および２年次に通年でPBLテュー

トリアル学習を行っている。

２　調査方法

　調査対象者に対し、小グループによる課題解決式の授

業１課題終了後（２００９年４月～５月）に、自記式質問紙

を用いて調査を行った。

３　調査内容

　�　学習評価スケール

　MG.Laudouceurら６）による３つのサブスケール（自

己学習技術１０問、批判的思考技術９問、グループ学習

技術１２問）からなる学習評価スケール３１項目。６段階

リッカート式で評定を求めた。

　�　社会的スキル尺度KiSS-１８

　菊池７）の開発による１８項目（５段階リッカート式）

からなる尺度（以下KiSS-１８とする）。

　�　基本属性

　性別、年齢、現在所属の大学入学前でのグループ学

習経験の有無。

４　分析方法

　学習評価スケールは３つのサブスケールごとの合計の

平均値を、KiSS-１８は総合得点を、性別および学年別にｔ

検定を用いて比較した。学習評価スケールの３つのサブ

スケールごとの合計の平均値とKiSS-１８の総合得点との

関連性は、Pearsonの積率相関係数を用いた。統計解析

には、SPSS１７．０Jを使用した。

５　倫理的配慮

　本研究の目的・方法・データの匿名性および研究参加

は自由意思であること、拒否しても授業評価には影響し

ないこと、調査から得られる回答は統計的に処理し、研

究目的以外での使用は一切ないことを説明した文書を調

査票と共に配布。同意の得られた学生に調査票を提出し

てもらった。

Ⅲ　研究結果

１　対象者の概要

　調査用紙の回収数は１年生６８（回収率７７％）、２年生８７

（回収率１００％）。有効回答数は１年生６４（７２％）、２年生

７７（８８％）であった。対象の属性の結果を表１に示した。

性別は、１年生が女性５４名、男性９名、２年生が女性６４
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名、男性１３名。平均年齢は、１年生１８.２歳、２年生１９.１

歳。本学入学前でのグループ学習経験では、経験有りが

１年生で４０（６２.５％）、２年生で５４（７０.１%）であった。

２　学習評価スケールの特徴

　学習評価スケールのサブスケールごとの平均値は、

『自己学習技術』が１年生４.４１（SD=０.７１）、２年生４.５４

（SD=０.５５）、『批判的思考技術』は１年生４.４０（SD=０.８１）、

２年生４.３９（SD=０.６１）、『グループ学習技術』は１年生４.８１

（SD=０.７５）、２年生４.７５（SD=０.５７）であった（表２）。

３つのサブスケールのうち、両学年ともに、『グループ学

習技術』が最も高い得点を示した。全てのサブスケール

において、学年間での有意差は認められなかった。

３　社会的スキル尺度KiSS-１８の特徴

　KiSS-１８の総合計の平均は、１年生６０.６（SD＝１２.１２）、

２年生５８.４（SD＝９.４７）で（表３）、学年間での有意差は

なかった。KiSS-１８の総合計の平均を男女別にみると、

１年生は女性６０.８ （SD＝１１.５３）、男性５６.７（SD＝１３.１０）で、

２年生は女性５８.６（SD＝１０.０４）、男性５７.５（SD＝６.１３）で

あった（表３）。また、男女別での学年間比較では、とも

に有意差は認められなかった。

４　学習評価スケールと社会的スキル尺度KiSS-１８と

の関連

　学習評価スケールの３つのサブスケールの各合計の平

均値とKiSS-１８の総合得点との関連をみると、１年生で

は全てのサブスケールにおいて有意な正の相関（いずれ

も ��＜.０１）がみられ、２年生では『批判的思考技術』と

の間に有意な正の相関（ �＝.２５１，��＜.０５）、『グループ学

習技術』との間に有意な正の相関（ �＝.２８８，��＜０.０５）

がみられ（表４）、いずれも社会的スキル得点が高いもの

ほど学習評価スケールのサブスケール得点も高い傾向に

あった。

　また、KiSS-１８の総合計平均が２年生女性で５８点台で

あったことや菊池（１９９８）の結果からも大学生女性が５８

点台だったことを参考に、５８点を目安に高群と低群に分

け学習評価のサブスケールを比較した。その結果、１年

生では『自己学習技術』（ ��＝４.０５７，��＜.０１）、『批判的

思考技術』（ ��＝３.２２５，��＜.０１）、『グループ学習技術』 

（ ��＝４.１１６，��＜.０１）の３つのサブスケール全てにおい

て（表５）、２年生では『自己学習技術』（ ��＝２.１０５，��

＜.０５）、『批判的思考技術』（ ��＝２.８２７，��＜.０１）、『グルー

プ学習技術』（ ��＝２.３７９，��＜.０５）の３つのサブスケー

ル全てにおいて有意差がみられ（表６）、いずれも高群の

方が低群よりも得点が高かった。

表１　対象の属性

２年生
（ｎ=７７）

１年生
（ｎ=６４）

（０）０（７６.６）４９１８歳

年齢
（９３.５）７２（２１.９）１４１９歳

（５.２）４（０）０２０歳

（１.３）１（０）０２３歳

（８３.１）６４（８４.４）５４女性
性別

（１６.９）１３（１４.１）９男性

（２９.９）２３（３１.３）２０無し本学入学前での
グループ学習経験 （７０.１）５４（６２.５）４０有り

単位：名（％）

表２　学習評価スケールのサブスケール別の平均値

２年生
（ｎ=７７）

１年生
（ｎ=６４）

（０.５５）４.５４（０.７１）４.４１自己学習技術

（０.６１）４.３９（０.８１）４.４０批判的思考技術

（０.５７）４.７５（０.７５）４.８１グループ学習技術

mean（SD）

表３　学年・性別にみた社会的スキルKiSS-18

　　の総合計の平均得点　　　　　　　　

２年生（SD）１年生（SD）

（１０.０４）５８.６ｎ=６４（１１.５３）６０.８ｎ=５４女性

（　６.１３）５７.５ｎ=１３（１３.１０）５６.７ｎ=　９男性

（　９.４７）５８.４ｎ=７７（１２.１２）６０.６ｎ=６４全体

表４　学習評価スケールのサブスケールと社会的

　　スキルKiSS-１８との相関　　　　　　　　

（Pearsonの相関係数）

グループ
学習技術

批 判 的
思考技術

自己学習
技　　術

.４５９**.３９８**.４８０**１年生社会的
スキル
KiSS-18 .２８８*.２５１*.１３１２年生

*ｐ<.０５　　**ｐ<.０１
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Ⅳ　考察

１　学習評価スケールの特徴

　学習評価スケールの３つのサブスケールのうち、『グ

ループ学習技術』において１年生・２年生ともに最も得

点が高かった。１年生においては、初めてのPBLテュー

トリアル学習で、課題も専門科目の「フィジカルアセス

メント」であるなど、学習の進め方や課題内容の理解に

おいて困難さを伴うものであり、『自己学習技術』や『批

判的思考技術』も低い傾向になったと考える。１年間の

PBLテュートリアル学習を経験した２年生においても、

得点の傾向は１年生の結果と同様で、学年間の有意差は

認めなかった。今回は同一対象を縦断的に追跡した結果

ではないため、学年進行に伴う傾向が厳密には示せな

い。また、２年生においても、新年度を迎えて間もない

時期にあり、新しい専門領域における課題（成人看護学

や小児看護学、精神看護学、老年看護学）への取り組み

において、『自己学習技術』や『批判的思考技術』が比較

的低い傾向になったと考える。

２　社会的スキルの特徴

　社会的スキル尺度KiSS-１８の総合計は、男性よりも女

性の方が高く、これは菊池８）の結果に一致するもので

あった。一方、１年生と２年生の得点を比較すると、男

性においては２年生の方が得点が高く、女性では１年生

の方が得点が高かった。１年生女性の得点の高さが学年

全体の得点を高め、学年別では、有意差はないものの、

１年生の方が得点が高かった。菊池９）の報告からは、社

会的スキルは発達段階に応じてやや高くなる傾向を示す

が、本研究結果は、同一対象を縦断的に調査したもので

はなく、特に１年生の女性において比較的社会的スキル

の高い学生であった結果とも考えられる。

３　学習評価スケールと社会的スキルとの関連

　学習評価スケールと社会的スキルとの関連では、両学

年ともに社会的スキルが高いものほど、学習評価スケー

ルの３つのサブスケール得点も高かった。

　社会的スキルは自己効力感とにおいても正の相関があ

るとされ、社会的スキルの高い者は、自己効力感も高い

傾向にあると報告されている１０，１１）。そして、千葉ら１２）は、

PBLを用いたテュートリアル教育で得られる問題解決能

力や自己主導の学習能力、他者との関わりがうまくでき

るようになることで自己効力感も高まり、さらに自己効

力感が高まることでPBLで得られる能力を高めるという

循環過程を形成していると述べている。このことから、

今回、社会的スキルの高い学生は、自己効力感も高い傾

向にあることが予測され、そのことが学習評価スケール

のサブスケールである『自己学習技術』や『批判的思考

技術』、『グループ学習技術』の得点が、社会的スキルの

低い傾向の学生よりも高くなるという結果につながった

と考える。

　千葉・相川１３）は看護における社会的スキル尺度（SSSN）

を開発し、「対人配慮スキル」因子とKiSS-１８とにおいて

有意な関係にあることを示している。また、会話のリズ

ムやあいづちといったコミュニケーション行動との関係

表５　KiSS-１８総合計の高・低群別にみた学習評価スケールの

サブスケール得点（１年生）　　　　　　　　　　

��値
　　KiSS-１８の総合計の平均得点

　　５８≦（ｎ=３６）　　＜５８（ｎ=２８）

４.０５７**（５.７５）４６.９（７.１５）４０.３自己学習技術　　

３.２２５**（６.６５）４２.０（６.８４）３６.５批判的思考技術　

４.１１６**（８.１８）６１.４（７.９４）５３.０グループ学習技術

**ｐ<.０１

表６　KiSS-１８総合計の高・低群別にみた学習評価スケールの

サブスケール得点（２年生）　　　　　　　　　　

��値
　　KiSS-１８の総合計の平均得点

　　５８≦（ｎ=３４）　　＜５８（ｎ=４３）

２.１０５*（５.０１）４６.８（５.６０）４４.２自己学習技術　　

２.８２７**（４.４９）４１.４（５.８０）３８.０批判的思考技術　

２.３７９*（６.１３）５９.０（７.０８）５５.３グループ学習技術

*ｐ<.０５　　**ｐ<.０１
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についても報告されており１４，１５）、社会的スキルの高い者

は、他者との円滑な関係をはかりながらグループ学習を

進める能力もよく身につけている傾向にあり、その結果

として、社会的スキルの高いものほど『グループ学習技

能』も有意に高くなる結果を示したと考える。

Ⅴ　結論

　PBLテュートリアル教育の教育効果について、入学間

もない１年生と１年間PBLテュートリアル学習を体験し

た２年生とにおいて、主体的学習能力としての学習評価

スケールと対人関係技能としての社会的スキル尺度

KiSS-１８との関連を分析した。１年生・２年生の両学年に

おいて、社会的スキルの高いものほど主体的学習能力も

高い傾向にあることが明らかとなった。このことから、

主体的学習能力には対人関係技能としての社会的スキル

が関与しており、学生の主体的学習能力を高めていく上

で、対人関係技能にも注目し、対人関係技能をより高め

ていくような教育も必要であることが示唆された。

おわりに

　近年、学生の学力の低下や少子化・生活形態の変化等

に関連したコミュニケーションスキルの低下も認められ

る中、看護学教育において問題解決能力や主体的に学習

する能力および円滑なコミュニケーションを通しての援

助的関係形成の能力を身につけることは欠くことができ

ない。また、他職種連携教育・協働が注目される今日、

専門性とともにより多くの専門職者との連携を図る能力

も求められる。そのようなニーズに対応すべく、PBL

テュートリアル教育をはじめとした学習効果を検証しつ

つ、より教育効果を高める取り組みが必要であると考え

る。
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